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杜会㊥人口統計体系のデータベースの

構築と利用の手段について

　　　　　　　　＊鵜　野　公　郎

はじめに

　経済が成熟化し所得水準が高まるにつれて，国民の関心は経済成長といったマクロ的なものから，

生活環境曲住環境といったものに移ってきた。それにともなって地域的な情報が求められる度合は害

過去と比べものにならないほど増大している。しかし，そうした地域情報にたいする二一ズにもか

かわらず，これを体系的に提供し分析するシステムは未だに整備されるに至っていない。そのため

地域をめぐる議論は，地方の時代を叫ぶ抽象的1情緒的なレベルにとどまるか，あるいは逆に利権

をめぐる超現実的なものとなりやすい。本稿では既存の統計を基礎にしてヨそれをいかにして体系

的に利用するか里そのためにどのようなハrドウエアとソフトウエアが必要とされるかを検討する。

且．社会囲人口統計体系とその利用

　統計局では昭和5ユ年度から社会個人口統計体系の整備をおこなってきた。その成果は逐次刊行さ

れてきたので，統計体系としてのスタイルもかなり定着するとともに，利用者にとっても馴染み深

くなってきたといえよう（1）。この小論はこのような時をとらえて，社会画人口統計体系の今後の発

展のためにひとつの試論を提示するものである。

　社会1人［1統計体系は葭「自然環境，人口1世帯，財政。学校教育，健康，医療，労働，居住環

境，社会保障など国民生活の諸側面にわたり，その実態を示す種々の地域別の統計基礎データを体

系的に収集，編成し，地域特性の把握，分析等の利用に供することをねらい」とするものである（2も

そのスコープは，従来の経済面を中心とする統計体系からみれば周辺統計にあたるものである。し

カ）し，国民生活の視点からみれば，生活の質にかんする中心的な関心項目であるといえよう。なぜ

ならば，生産とか雇用、財政などは，国民生活から見ればいわば中間的な手段なのであり，究極的

な目的ではないからである。経済の成熟化とともに手段よりも究極的な目的の達成状況に関心があ

つまるのは当然といえよう。その意味では社会1人口統計体系に期待されるところはきわめて大き

い。

　統計局の社会曲人口統計体系は，国連の提唱したSSDS（A　System　of　Socia1and　Demo－

graphic　Statもtics）と関連をもっている。SSDSのスコープはユ975年段階においては次の項目を

ふくんでいた（3）

　　　　　人口の大きさと構成，出生、死亡，移住

＊

　社会工学系
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　　　　　家族形成、家族構成，家計

　　　　　社会階級，階層，流動性

　　　　　所得田消費1貯蓄1資産の分配

　　　　　住宅と住環境

　　　　　時間配分と余暇の利用

　　　　　社会保障と福祉サービス

　　　　　学習活動と教育サービス

　　　　　稼得活動，雇用サービス，活動不能要因

　　　　　健康と医療

　　　　　治安と安全ヨ犯罪者，被害者

　SSDSの特徴としては，以上のスコープのほかに，。次の点を指摘しておくべきであろう。

①　経済勘定としてSNAを想定している一・…・S　S　DS自体は社会曲人口にかんする統計体系である

　が，経済的な側面を無視しているわけではない。サービス提供のためのインプット，費用や移転蓼

　資本支出といった経済情報は，S　NA（A　System　of　Nationa1Account）によって提供される。

　このためSNAの詳細な分類とS　SDSの分類とが一致するように配慮されている。

②　アプリオリな体系化………国連はS　S　D　Sの報告書のなかで，体系構築にあたって2つのアプ

　ローチを区別している。第1は，アプリオリな方法ヨ第2は実証的な方法である。アプリオリな

　方法とは体系の理論的枠組みを先行させることをいい，実証的な方法とは既存の知識にもとづき

　漸進する方法である。S　S　D　Sの構想は両者を補完的に考えていると報告書はのべているが雪ど

　ちらかというと第1の方法にかたむき，実証統計は体系としてではなくケース冊バイ1ケースの

　例示にとどまっている。

③　社会指標の基礎統計………14分野におよぶ幅広い対象分野は社会指標分野の多くを含んでおり，

　社会指標作成のためのデータ1べ一スとして利用することができる。実際に，S　S　D　Sにもとづ

　く社会指標の体系案がしめされ，O　E　C　Dの社会的関心項目（Soc1a1C㎝cems）との対応関係

　も明らかにされた。

④　状態の移動を重視………S　S　D　Sの体系の大部分は，様々にぶんるいされた人間のストックお

　およびフロー晴報に関係するが，既存の統計はストック情報に集中している。しかし，フロ」情

　報は，サブシステム間の変化を分析できること，過去の状態が現在の状態にどう影響しているか

　を知り将来の状態の変化を計画できることなどのために重視されている。そのため，体系の各所

　に遷移行列をくみこんで状態の移動を統計的にとらえようとしている。

⑤　マイクロ1データ画セットの利用一…・・体系の大部分は家言すないし世帯を単位としている。こ

　れまで経済統計が多くの場合マクロ的集計量を扱い，経済理論がアトミスティックな個人を分析

　するのにたいし，家計ないしは世帯を分析単位とすることは経済社会における行動主体を重視す

　ることにつうじる。かんがえてみれば，マクロとミクロが画然と区別されてきたのは奇妙なこと

　である。生活の質の重視と，コンピュータの能カアップにともなって，最近はマイクロ1データ画
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　セットが利用される傾向にある。

⑥　地域情報………生産とか物価，国際収支といった集計度の高い項目と異なり，生活の質の観点

　からは生活に関係の深い地域にかんする統計が必要になる。しかしS　S　D　Sにおいては地域統計

　としての体系化は正面にでていない。

　わが国の社会屈人口統計体系はこのようなS　SDSの特徴に照らしたとき，どのような特徴をもっ

ているであろうか。

①　まず経済統計との関係については，社会1人口統計体系では経済基盤ならびに財政に関する主要項

　目を含めている。県民経済計算，事業所数，従業者数，産業別生産額，歳入，目的別歳出，性質

　別歳出などがそれである。ただし経済統計体系と社会1人口統計体系を体系として接合するとい

　う考えかたはとっていない。むしろ経済統計を社会画人口統計体系を利用するうえでの補助統計

　として扱っていると思われる（4）。

②　体系化にかんしては，実証統計の整理を第一にかんがえており，勘定体系の整備という視点は

　ない。あるいは，勘定体系を改めて構築するよりは，既存の各種統計調査の体系を所与のものと

　かんがえている。

③　わが国の社会1人口統計体系は社会指標の基礎となる統計体系というよりはむしろ，指標その

　ものを提供している。報告書にはヨ指標値と宙指標算出の基礎となった基礎データが掲載されて

　いる。ただし，社会指標を体系として提示するものではなく，利用者が社会指標を作成するのに

　役立つように，指標の候補を提示するにとどまるというべきであろう。

④　クロス1セクションを主としているため，状態の変化は変化率などで示されている。

⑤　マイクロ1データ1セットの考えかたは特に意識されていない。家計ないしは世帯に関する調

　査統計を多く含んでおり，その意味では親近性をもつ。しかし目的が指標化にあるため個々の項

　目に重点がおかれており，主体としてのミクロ的経済単位にかんする統計体系とはいいがたい。

　なお，このことはつぎの地域区分と関連していると思われる。各種調査は里地域レベルではじゅ

　うぶんな標本数をもっていないことが通例である

⑥　地域区分については，社会1人口統計体系はすべて都道府県別の区分をおこなっており，もっ

　とも重視されている。

　もとより，わが国の社会1人口統計体系は国連のS　S　D　Sをそのまま日本に当てはめることを目

的として開発されたものではない。むしろ生活の質重視という成熟社会における視点の転換に対応

するため，S　SDSのスピリットを受け継ぎつつ，わが国の事情にあわせてより実際的なアプロー

チをとったと言うべきであろう。しかし，社会曲人口統計体系が一応の実用レベルに達した今日、

今後の一層の発展のためにはいまいちどS　S　D　Sがもっていた特徴を想起することは有益であろう。

社会岨人口統計体系はこれまでのところ印刷物の形態で利用することが前提であった。しかしコン

ピュータの発達，とくにディスク1メモリーの大形化と価格低下，データベース理論の発達，デー

タ1コミュニケーション技術の普及は雪こうした前提をくつがえしつつある。そしてそれは，統計
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の体系化，データの蓄積方法，指標などの加工統計の公表形態，関連統計の利用，など多くの面で、

統計の作成者ならびに利用者の双方に新しい課題をなげかけている。

　以下では，今日の政策分析上の要請，およびコンピュータ宙サイエンスの発展状況から，社会1

人口統計体系のデータベース構築にさいして考慮すべき点を検討することとしたい。

（玉）既刊報告書としては，初期のものとして、r社会生活統計指標体系と指標値」昭和52年12月，

　r社会生活統計指標　参考資料」昭和53年1月。最近のものとして，r社会生活統計指標Statisti－

　cal　Indicators　on　Socie1Life」昭和59年3月，「統計でみる県のすがた」昭和53年3月，「社

　会画人口統計体系　基礎データ項目定義集」上下，昭和59年3月，などがある。

（2）総理府統計局『社会生活統計指標』昭和59年3月，まえがき。

（3）　United　Nations　Department　of　Economic　and　Socia1Affairs，τoωo〃o8ツ3オθ刎ぴ

　　8ooタα／α〃　！）θ閉oμ功〃o8オα〃8〃08，ST／ESA／STAT／S　ER．F／18，New　York，1975．

（4）財政にかんする国連統計局の整理についてはヨUnlted　NatioΩs　Department　of工ntemation－

　a1Ecommic　and　Socia1Affairs，C1assification　of　the　Functions　of　Govemment，ST／

　ESA／STAT／SER．M／70，New　York，1980，参照。

a　地域統計の特殊性とデータベース

　社会画人口統計体系は地域別の表象を基本としている。統計における基本的な分類としては，産

業，職業，年令，などがあり，年次その他の時問軸をともなう。これらについても社会1人口統計

体系は随時利用しているが，比較的簡単にすませており，とくに体系をなしているということはで

きない。

　また地域についても現状で公表されているのは都道府県別にとどまっている。この点は，全国集

計量一本よりははるかに利用上の便宜を図ったものといえる。しかし，社会画人口統計体系の利用

者の側からすると，十分なものとはいえない。しかし，これは直ちに一層の地域的細分化を要求す

るものではない。本節では，利用者が地域統計に何をもとめているかを検討することとしたい。

　地域統計の利用者は多岐にわたることが予想されるが，

施策の立案，行政成果の評価

開発計画，環境影響評価，

公共施設の立地

交通計画

宅地開発

工場立地，大規模店立地

などが主なところであろう。

　またヨ多くの場合，国民生活のたちばから見た地域は里行政区画とは一致しない。このことは，

通勤圏，通学圏ヨ買い物圏，レジャー圏，などなどを考えてみれば明らかであろう（ユ）。
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　地域統計は，通常，市町村といった行政単位ごとに集言十されているが，これらが行政上の理由や

生活圏といった観点からいくつかにくくられて用いられることが多い。またわが国の場合ヨ人口が

密集しているため隣接市町村が外見的固機能的に区別できないほどとけあってしまっていることが

多く，市町村という単位が実体的な意味をもたない場合がみられる。しかも里同じ県をとっても里

地域区分は目的によって異なることが多い。

　つぎに視点をかえて，地域統計として利用可能なものにどのようなものがあるかを検討してみよ

う。代表的なものを挙げれば，下記のようなものがある。

①　任意の面積を有するもの…・一・行政単位ヨ生活圏などに対応するもの。人口，生産里投資，財

　政，土地面積，等がその例である。

②　規則的な面積を有するもの…・…・一メッシュ1データ（グリッド1データ）ヨ国勢調査，国土情報，

　住宅調査，事業所調査，等がその例である。

③　線データ…・一・道路，鉄道，河川，コンタライン，等がその例である。

④　点データ…・・…・公共施設，事業所，文化財，等がその例である。地価のデータも特定地点にお

　けるものである。環境汚染の測定値も観測点におけるデータである。

⑤　サーベイ1データ・…一・世論調査，選好度調査などのサーベイ画データは，調査対象者が自ら

　の住環境その他にかんする主観的評価を表明しているという意味で，調査対象者の所在地が意味

　をもつ。この点に関しては，上記の点データと類似性をもつ。

⑥　マトリックス1データ…一・・特定の地点に関する情報ではなく，地点と地点の関係をしめすも

　ので，O－D表などがその例である。上記②と異なり，面積を有さない。

⑦　3次元データ………地形は本来立体であるが，通常は，コンタラインにより面として表現され

　ている。大気の流れ，音の拡散なども本来は立体である。

⑧　図面………地形図，土地利用図，地質図官等がその例である。人工衛星を利用したリモート個

　センシング由データもここにふくまれる。

⑨　景観………山などの自然景観や，町並などの人工的景観がその例である。

　これらは，デジタル1データとアナログ画データに大別できる。しかし，この区別は現在では画

然たるものではない。土地利用現況，植生，道路，などの地図情報、リモート1センシングなどの

カラーの図面はアナログ固データの典型であるが，コンピュータ画テクノ1コジーの進歩によって，

容易にデジタル化することができるようになった。すなわち面積，座標，距離などの数値情報に置

換して，分析に供することができるのである。また各種の情報を重層的にオーバーレイして利用す

ることも可能である。従来もこれらのことは可能であったが，人手に頼らざるをえず，実用的では

なかった。

　しかし王多数のデータを管理し，必要におうじて関連データを自由にとりだすことは，それほど

容易ではない。従来のように，コンピュータ上のファイルを個別につくるやり方では限界がある。

この機能を受け持つのがデータベース管理システムである。
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　データベースという言葉はいろいろな意味に用いられるが，『コンピュータ白書』は第1図のよ

うな分類を示している（2も

ドキュメント画ファイル 文字情報　文献1記事情報

データベース

ファクト里ノベンク
　　　　　　統計データ（経済固社会…）
数値情報
　　　　　　特殊データ（観測曲実験…），…

　　　　　　心電図，X線写真害R　S写真，設計
画像情報　　　　　　図，不動産，図画争・・

…一幽昨1竺奪；祭（趣味）

一一：鴛）（ぷ（機械音）

第王図　データベースの分類

　これによると，データベースはドキュメント曲ファイルとファクト画バンクに大別される。前者

は文献倒記事情報などを内容とする文字情報の形をとる。これに対して，統計データは数値情報の

一種として苛ファクト1バンクのカテゴリーにふくまれている。しかし，データベースの分類とし

ては。①　文献情報，②　事実情報，③　統計情報，の3つのカテゴリーに分けることも可能であ

る。あるいはこの分類のほうが優れているともいえよう。なぜならば，統計データの場合，データ

同士の演算，加工，集計がおこなわれるのが普通であり，またヨ時系列的なアップデートがおこな

われることが多い、などの点で他の事実情報とはかなり異なるからである。

　データベース固サービス業連絡懇談会によるデータベース関連用語の定義によれば，データベー

スとはrデータを整理，統合し，コンピュータ処理が可能な形態でひとつの集合体にした情報ファ

イル」とされている。しかし，単にデータベースあるいはデータベース1サービスという場合，文

献情報を指す場合が多い。これに対して，データバンクという言葉はr通常は，データベース固サー

ビスを行なう組織，機関，部局といった意味」であるが，「データベースのうちファクト1データ

ベース（数値など）を意味する場合もある」と注記されている（3も　このような用語の定義にもかかわ

らず，こと統言十に関してはデータベースとデータバンスの相違は，注記がしめすように，それほど

明確ではないのが実状である。その理由は，文献情報にかんしてはデータの管理にデータベース画

マネージメント画システム（DBMS）が例外なく用いられており，また事実情報の管理（たとえば特

許情報，法規，分子構造，など）についてもそうであるのにたいして，統計データの管理について

は多数のファイルの集合といった形に止どまっているという実態がある。さらにいえば，これは現

在のデータベース田マネージメントが個票を対象に行なうのには都合がいいが，統計のように一定

の構造をもった集計量からできている場合には必ずしも適していないことがある。
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　統計のうちでもサーベイ1データのように個票を用いている場合には，データベース1マネージ

メント1システムの利用が適している。しかし，個票にアクセスすることができるのは、統計の作

成にあたる部局，ないしは特別の許可をえた研究者に限られる。公表される統計データはある程度

の集計データである。集計のフォーマットは統計毎にことなるが，地域，産業，職業など，基本的

な分類基準やアップデートの頻度が利用者に共通に前提とされる知織となっており，その意味で一

定の構造をもっているのである。したがって，その管理にあたっては，たとえば統計調査ごとのデ

ータ1ファイルを作成しておくことがこれまでのところ便利であったわけである。

　しかし，最近ではデータベース理論と統計データを架橋しようとする試みがでてきている。「．．

アイデアとしては，従来の統計データというのを一旦コンセプチュアルなデータとして考える。そ

のもとでメタデータというのを全部記述する。その根元を押さえておいて、あとはいろんなアプリ

ケーションで，こういう見方で見たいということを宣言した場合には，それに対しての変換プログ

ラムというのを用意すればよろしいのではなかろうか。」「メタデータというのは，データの内容と

いうか，データを整理するときに使う記述内容とかの意味です。それがデータ本体と離れて。統計

は存在するのがあたりまえである。多分，皆さん方はデータをつかうときにヨデータ自身は磁気

テープに入っているんですが，その意味とか何とかは統計書の備考欄を見たり，あるいは頭の中に

ある知識を使ったり，ということでやられているのではないか。しかし皇これは，意味も含めてい

ろいろな解析をやっていこうというときに非常に妨げとなるわけでして雪これが別にあるというの

はちょっと困る。データベースでは，メタデータは実際はデータと一緒に扱うのが通常であります

ので，そのテクニックが統計データにはないということが観察される。」「．。．実は，ビジネス曲

データでは，共有のメカニズムというのは，これは非常に簡単でありまして，エレメンタルなデー

タというのが。インディビジュアルなアトムのデータとして見えるわけです。したがって。共有も

アトム単位でやればよろしいんですが，統計の場合にはアトムに当たるものがなくて里グループで

あるということで，共有の仕方は非常にむずかしいところがあるんですがヨそれにしても，何かが

んばらないと統計の共有というのはできない。」（4）

　議論を社会固人口統計体系にもどすと雪データベース化に関連して検討すべきことは2つある。

①　都道府県を集計の単位とする現行体系をいかにしてデータベース化するか。

②　地域統計として利用可能なもののうち蓼都道府県のレベルのデータと補完的にもちいられるも

　のはなにか。それらを①との関連のなかでいかにしてデータベース化するか。

　このうち第2の点についてはメッシュ統計の活用が今後のポイントであろう。メッシニ。データは

単にそのメッシュ内の情報をあたえるだけではない。メッシュ情報を集計することによって，市町

村その他の特定地域内の集計的情報をえることができる。メッシュ間の距離や時間距離といった

データを特定メッシュの属性としてとることも考えられよう。公共施設や道路などの点情報，線情

報もメッシュにおとすことが可能であり，その他の情報と合わせて分析することができる。都道府

県ヨ市町村などの行政区分にもとづく統計データと，メッシュ統計とはこれまで別個のものとして

扱われるきらいがあったが，それは単に分析のレベルの相異に帰すことはできない。むしろ里膨大
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なデータ量に対応するハードウェァ，ソフトウェァが無かったことが原因と思われる。データ量の

点についていえば，特定地域内の全メッシュを対象とすることは必ずしも必要ではなく，いくつか

のメッシュを摘出してもちいることも考えられてよい。

　この場合甲統計の作成者としてなすべきことと，利用者のがわで対応すべきこととの仕訳が必要

であろう。

　これらの検討事項は利用するハードウエア環境によって大きく左右される。そこでこの点につい

て節を改めて論じたい。

（ユ）行政目的に限っても，同じ県についても地域区分は，種々なものがもちいられている。茨城県

　の例では，商業統計、工業統計，農業基本調査のいずれも，県北地域，鹿行地域，県南地域，県

　西地域を区別しており，これらは県の出先機関である地方総合事務所の管轄区域と一致しておりヨ

　この区分は県の福祉基本計画にももちいられている。神奈川県の例では，工業統計について，横

　浜臨海地域，横浜内陸地域，川崎臨海地域里川崎内陸地域，三浦半島地域，湘南地域，県西地域，

　県央地域，県北地域，を区別しており，この地域区分は県の開発計画でも用いられているが，商

　業統計はこうした地域区分をおこなっておらず，農林業センサスについては異なったものがもち

　いられている。

（2）日本情報処理開発協会編。『コンピュータ白書』1982年版，p．252．

（3）前掲書，p，253．

（4）穂鷹良介里rデータベース理論と統計データ」8肋タ3枕o／1）肋肋肋，文部省科学研究費

　特定研究　多目的総合統計データバンク　News　Letter　Vol．！，No．4．また，実用化されて

　いる統計データベース1システムの一例については，佐藤英人，r共用クロスセクション1デー

　タベース1システムの概要」8オo桃加α／Do肋肋肋，Vo1．2，No．王．参照。

也　ハードウエア体系

　地域統計の体系的利用にとっていくつかの制約がある。

①　データ量が膨大になること………テープからの利用は繁雑であり，大形データ1ファイルをオ

　ンラインで持つことはコストがかかる。

②　既存統言十が各種の出典に散在していること…・・・…データベースのデータベース（いわゆるメタ1

　データベース）が必要となる。しかし現実には包括的な情報は印刷物のかたちにおいてすら利用

　可能なものはない。

③分析の多様化…・・…・タイム圃シリーズ分析とならんでクロス曲セクション分析が必要となるケー

　スが多く，またタイム1シリーズとクロス1セクションのプール化も可能でなければならない。

④　既存データ以外に，業務資料など自己開発によるデータを併用することが多く，入カソフトが

　必要となる。

⑤　面1点画線にかかわるデータの処理………土地利用，道路1鉄道，公共施設などに関するデー
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　夕を併用する必要がある場合がある。このためにはデジタイザーなどの設備が必要となる。

⑥　データの対象地域のレベルがまちまちである。………たとえば，都道府県レベルに関しても壬

　個々の都道府県のみならず，全国8ないし9地域区分，表日本と裏日本，東海道メガロポリス，3

　大都市圏ヨ農業県と工業県，などの分類がしばしば行なわれている。また原データから幾つかの

　地域を合計すること，あるいは必要な地域だけを抜き出すこともしばしばおこなわれる。このこ

　とはデータベース管理システムを必要とする。

⑦　データの表示一一・画面表示など里データ表示上の工夫がマクロ1データ以上に必要である。

　しかも，地域の事情がそれぞれ異なるためヨそうしたソフトには汎用性が期待できない。

　このうち害①⑤⑦はハード的な対応を必要とする。また①から⑦に至るいずれもソフト的な対

応を必要とする。一般論はあまり意味がないと思われるので壬これらに対する対応の例を紹介した

い。いずれも筆者の研究室が関与しているものである。

　筑波大学社会工学系ではこれまで数年にわたりミニコンピュータを制御機としてもちいる各種の

シミュレータを開発導入してきた。この場合害大量のデータ処理1分析にはセンター1マシンを利

用することが前提であった。しかし，昭和58年度に32ビットのスーパー1ミニコンピュータを導入

した。現在のシステム構成を第2図に示す。センター1マシン以外に雪専用のミニコンピュータを

持つ必要性は，研究環境によって異なることはいうまでもない。場合によってはセンター曲マシン

を用いることができようし岳またそのほうが望ましい。われわれの場合蓼導入のメリットとして次

の点があげられる。

①　特殊機器の制御…・…一・グラフィック1レスポンス1アナライザー。プロッター里その他の特殊

　機器をローカルに制御する必要がある。その際，これまで制御機の能力が低く雪機器毎にべつべ

　つの制御機が必要となり芋研究効率がわるかった点を改善する必要があった。導入後はそれまで

　散在していたシミュレータ類のネットワーク化が可能となった。

②ファイル転送が不要となる・…一・シミュレータ類とセンターとの問のファイル転送時間がなく

　なり王処理時問を短縮できる。

③大容量計算への対応………アドレス空間がセンター画マシンの130倍まで拡張できるので多量

　の統計データを処理することが可能である。データ開発時には大きなファイルをメモリー上にも

　つ必要がある。シミュレーション1プログラムはかなり大形である例が多く，センターへ投入す

　ると他のジョブヘ支障をきたすことがあった。変数選択をおこはう統言十処理用プログラム里大形

　のL　P計算などもおおきなメモリー1サイズを必要とする。

④大容量ディスク1ファイルをもつ………最大オンライン1ストレージが王8．5ギガ1バイトと

　となっており、大量の統言十データをオンライン1ディスク上に記録し保存することができる。こ

　れまでは磁気テープで人手したデータは、必要なときにコンピュータのなかによみこみ，利用が

　終わると再びテープにおとしていた。テープによってデータ1フォーマットが異なるため、出典の

　異なるデータを組み合わせて利用することには，大きな困難がともなった。大容量ディスク1ファ

　イルを持つことによって里データを標準フォーマット化しオンラインで常駐させることが可能
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　になった。

⑤　ソフト的は研究環境の安定………研究目的の場合宙特殊な目的を迅速かつ効率的に達成するた

　めヨシステム側が提供するサブルーチンを利用してアプリケーション1プログラムを開発する（た

　とえば雪科学技術計算，線形数学。都市計画、グラフィック，データベース管理システム，など）。

　そのため機種の入れ換えはそのたびにアプリケーション1プログラムの書き直しを余儀なくなせ

　るなど，望ましくない。この点で，汎用システムを提供するセンターと目的が異なる。

⑥　稼動率の確保…・…・・センター1マシンは週末は停止するのが普通であり，また大学の場合は入

　試業務その他で一般の利用が制限されることがある。一部のシミュレータ制御などのためにセン

　ターを特別に稼動させることは困難であるが，専用ミニコンピュー一夕であれば土曲日，休暇中な

　ども時間的制約を受けずに処理が可能である。

　図に示したシステムでは壬次の特殊装置を有している。

①グラフィック1レスポンス曲アナライザー………カラー1ディスプレー4台，高解像度カラー曲

　ディスプレー，それに接続した大形ビデオ1プロジェクターおよびカラー1ハードコピー1ユニッ

　ト

②プロツター

③　データ音声人出力装置

④ハードコピー装置付きグラフィック端末4台

⑤　大容量ディスク1ユニット

⑥コミュニケーション画システムー・一センター曲マシン，データベース曲マシン（IBMS／38），

　公衆回線，電電のDDX網，パソコンなどとのコミュニケーション機能

　このシステムは地図情報の処理能力を持たないが，この点は環境シミュレータ，地域空問シミュ

レータが担当している。第2図は環境シュミレータのハードウエア構成をしめす。このシステムは

次の特殊装置を有している。

①　図形情報変換器………地図などのアナログ情報のデジタル化装置

②デイスプレー端末………2次元画3次元情報の表示

③ハードコピー曲ユニット

④　大形プロツター

この装置の制御機は小形なため里大規模な演算をおこなったり統計データベースを構築することは

できない。将来的には上記のデータバンク用システムとネットワークを組むことが望ましい。

一玉00一



人山i
／

DASHE
D200

／

ECLlPSE
　　　MV■1000U

■
／正OC

将来
乎
一竺

＼

⑭
＼　
　
　
　
＼

　
　
　
　
＼

　
　
　
＼

　
　
＼

　
＼

　
＼
＼
＼

＼
＼
＼

FACOM
M200

ECL　I　PSE

S■140

諮
鰹
ぶ
烏
鰹
蝋
只
ノ
ヘ
沮
佃
“
ー
ト

0ASHER
㌧D200

払膏

プりンター

DAS肥R
．D　l　O　O

)¥:~~ t:I f~-

7"~ )* ~ ~ 

~/1 ~f'~ 
7"f ;l~r 

IX－Y
プロッタ

爵声入力
郷汽

・凄・芦i山プ］

　装縄

NOVA4

カラーノ、一ドコピー

嗣
泌
ぶ
一
や
1
、
本
」
・
小

木
‘
卜
・
K
＼
弔
K
、

f)1 I'~] 

'i027 

K
l
H
卜
1
へ
＼
、
栢
轟
匝
糊
鷺
　
　
①
川
－
O
＜
H

fJ~-
+'T~ ;~ 7"Il 

心
－
口
　
　
　
　
　
心
－
o

　
⊥
、
n
　
　
　
　
　
　
⊥
へ
□

小
－
口

　
⊥
へ
n

7
3
4
H

l
～0

3
5
u

3
～0

B

〔
J
1

3
～

ソド

プリソタ

2501I〕a

〇
一
－6
b

2
2
り
＾
D
D
0
D21i

6250
bpi

1）ASHER
C300

ハード
コピー

第2図　多目的統計データバンクのハードウエア

一ユ01一



CR

Caエd　Reader

5946／5947

Disk

Plotter

」
MagnetlcTape

MT cPU　N0vA4／x64Kw
Ce玉1tra1Processing　Unit

Disp1ay

SONY
TECHTRONICS
　4014■

5937D　MT（800／1600bpi）

Degitize工

　　　　　DS一工300（1000X1300mm）

　　　　一S副KOSHA）
　　　　困　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岨

Conso1e　W工iter

HardCopy
Unit

　　4631

第3図　環境シミュレータの機器構成図

臥　ソフトウエア体系

　つぎにソフトウエア体系であるが，第4図は社会工学系において現在テ実証的な運用テストの段

階に入った多目的統計データバンク用ソフトウエアを示す。

　ソフトウエアr体系」といってもユつのソフトウエア曲システムがあるのではなく，機能ごとに

モジュール化されている。設計思想としては王つの機能をもったソフトウエアの人口と出口につい

てだけ前もって標準化しておき，内容については必要に応じて機能アップを図っていくことをねらっ

いる。それによってソフトウエアの改変がユーザーに及ぼす影響を最低限に保つことができ，ユー

ザーからすると安定したソフトウエア環境を保てることになる。また既存のソフトウエアではカバー

しきれていない部分をユーザーの立場から埋めていくことになること，いくつかのソフトウエアを

同時並行的に開発しなければならないこともモジュール方式とならざるをえない面もある。

　さらに研究プロジェクト側が開発にあたるため，経費面で長期的開発プランをたてにくいこと，

ソフトウエアの開発要因として学生をあてざるをえず長期にわたって熟練した人手を確保できない

といった，実際的な問題もモジュール化を促した。

　これらはいずれも標準フォーマットのデータ人力をおこなうだけでなく，データ加工およびかな

りの程度の分析まで行うことができる。マトリックス1データのうち産業連関分析のように手順が
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確立しているものについては，別個の分析プログラムが用意されている。

　分析の手順にしたがって図を説明すると，まずデータテープが入手可能な場合が左端に示されて

いる。テープのフォーマットはそれぞれ異なるので，統計データバンクとしてはこれを標準フォー

マットに変換することによって，利用の効率化を図る必要がある。標準フォーマットは現在，時系

列ないしクロスセクションデータとマトリックス形式のデータについて定められている。

　データ開発の必要がある場合にはヨ研究者がデータ人力をおこなう必要がある。データの種類に

対応して里データ入力，編集，および簡単な分析をおこなうソフトウエアを開発した。大別すると，

第玉は時系列ないしクロスセクションのデータ系列に対応するためのもの、第2はマトリックス形

式やメッシュ1データなどマトリックスとして取り扱えるデータに対応するためのもの，第3は表

形式のデータを時系列に蓄積し，マトリックスとしてもあるいは系列としても取出すことができる

ものとなっている。

　分析の段階では既存のパッケージ1プログラムに依存・することが便利である。しかしパッケージは

それぞれ特定のファイル編成法をとっているつそこで標準フォーマットからそれぞれのパッケージが

要求するフォーマットヘ目動的に変換1接合するプログラムが用意されている。このプログラムは

また，パッケージ1プログラム内部のデータファイルを他のパッケージでの利用のために相互交換

することができる。

　センター1マシンの利用にあたっては雪研究者はコンピュータの専門家ではないから，J　C　Lの

切り方にとまどうことが多い。そこでJCLのライブラリー1ファイルをつくり，利用者はジョブ

の種類によって必要なものを呼び出して使うようにした。

　利用の終ったテータ1ファイルは，パンケーソの中でさらに加工　開発され，保存に値するもの

も多い。そこで標準フォーマットに変換のうえ，データバンク側に格納することになる。

　分析結果については，従来のようなプリンターへの出力だけでなく，各橦のものが利用可能であ

る。第1はグラフィック表示である。ハードウエアのところで触れたように，カラー曲グラフィッ

クヘのデータやシミュレーション結果の表示をおこなうことができる。第2はプロッターへの出力

である。第3は音声出力である。第4はコンピュータ出力を直接マイクロ1フィッシュ化するシス

テムである。

　将来的には統計の定義や加工方法についても同一のシステムの上でコンピュータ1ファイル化す

ることが必要である。現在のところの機能はパソコン上のワードプロセッサーを利用している。ま

た統計データのデータベース的管理については，IBM　System38を利用して別途研究が進行中で

ある。

　社会回人口統言ナ体系をはじめとする地域統計の利用にあたって特に重視する必要があるアプリケー

ション1ソフトは，生データと既存のパッケージ1プログラムをつなぐ部分であろう。データバン

ク用ソフトの特徴は次の通りである。

①　統計データ編集用ソフトウエア（ED工丁，Empidca1Data　Input　and　Transformation

　System）
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　a　各種のデータ加工をおこなうことができる。累計，ラグ，系列リンクヨ成長率，その他を含

　　む。

　b．データ音声による人出力を行なう。データ1チェックなどに利用。

　C　ファイル内の統計データの属性リスト，検索，名称変更里削除ヨ期間変更など，データ開発

　　時に多用される機能をそなえている。

　　　月次，四半期里半期ヨ暦年，年度など，各種の期種のデータを統一的にあつかえる。

　　　クロスセクション曲データのプール化など，複雑なファイル繰作が簡易化されている。

　　　複数のファイルから任意の系列を選んで，新しいファイルを作ることができる。

　　　複数のファイルを容易にマージさせることができる。

　　　統計処理を行なうことができる。

　　　統計データをグラフィック端末にグラフィック表示できる。　（開発中）

②プロッター嘔プログラム

　a．統計データ編集用プログラムとリンクして利用できる。

　b　時系列，クロス1セクションの作図出力ができる。　（第5図）

　C　構成比の作図出力ができる。

　d　都道府県別の作図出力ができる。ある統計データがある場合，基準を与えてぬりわげること

　　ができる。　（第6図）

③　3次元マトリックス編集用ソフトウエア（MAT里Matrix　Automatic　Transfomer）

　a　地域1産業1年次など3つのディメンジョンをもったデータは非常に多いので，これに対応

　　することができる。マトリックスをどの次元でも取り出すことができるほか，時系列データあ

　　るいはクロス1セクション宙データとしてベクターとしても取り出すことができる。

　b　各項目にラベルをつけることができる。また，マトリックスのます目に対応して注を付すこ

　　とができる。

　C　取り出した系列は，系列名を付したうえ，統計データ編集用ソフトウエアに送り込むことが

　　できる。

　d　マトリックス演算機能を有している。

④　ファイル変換システム（FICS，Fi1e　Conversion　System）

　a　現在流通しているアプリケーション曲ソフトウエアはおのおの固有のデータ編成法を有して

　　おり，統一性が欠如している。本システムは標準フォーマットを介してヨデータ画フォーマッ

　　トの相互変換を容易に行なうことができる。サポートしているアプリケーション1ソフトは第

　　7図のとおりである。

　b　アプリケーション曲ソフトの内部データ何ファイルおよび外部ファイルのいずれもサポート

　　している。
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第6図 地域データの地図出力例（高佼進学率，昭和50年）
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D　B標準フォーマット

「、「・ゴー］　、
第7図　データ1フォーマット相互変換プログラム

⑤グラフィック画レスポンス1アナライザー（GRAF，GraphicRespoΩseAnalyzerand

　Forecasting　System）

　a．メッシュ画データのカラー田グラフィック表示，および大形ビデオ1プロジェクターへの出

　　力ができる。さらにハードウエア体系の項でのべたように，グラフィック端末のR　G　B信号を

　　うけて，画面のハード屈コピーをとることができる。（第8図）

　b、外部から基準をあたえて表示のカラーを変更できる。

　C．統計データのメッシュ入力ができる。

　d。メッシュ画データのベクター化里およびベクター唖データのメッシュ化ができる。これによ

　　り分析用ソフトウエアヘデータを送り込むことができる。

　　　全体としての特徴は，ソフトが行き止まりにならないよう，統計データの相互変換に留意して

　　いることがあげられる。また数量分析にかんしては既に各種のアプリケーション1ソフトが流

　　通しているのでこれを最大限利用しつつ雪欠けている機能をデータバンクとして補う方針をとっ

　　ている。

む　す　ぴ

　本稿では，社会1人口統計体系あるいはそれに類似した地域統計のデータの提供ならびに利用に

あたって懸案となっている事項を検討した。それはつぎの点に要約できよう。

（ユ）地域統計の体系的提供と利用の必要性はきわめて高い。

（2）地域統言千の多様さにかんがみてデータベース管理システムをもちいる必要がある。ただしそ

　　の際，これまでのものは個々のサンプルや個票があることを前提に考えられており、集計量を

　　扱う統計データに直ちに応用できるシステムは未開発である。

（3）地域統計の提供と利用にあたっては，ハードウエア的な対応を要する。恐らくそれは個々の

　　ユーザーにとっては手に余ることであり，それが地域統計の利用を妨げてきた。データ固コミュ

　　ニケーション面での技術進歩は新しい提供と利用のシステムを可能にしつつある。

（4）さらに。地域統計の分析，表示などのために，ソフトウエア的な対応も必要である。

　以上の項目は研究テーマとしてはかなり膨大であるが里本稿で紹介した程度のプロトタイプはで

きており，一層組織的な努力がなされるならば、その実用化は決して夢物語ではないことが納得い

ただけたものと思う。
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第8図 メッシニ。圃データの出力例（茨城県南部における第1次産業就業者数）
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